
ら
に
別
人
の
手
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
③
は
枕
詞
の

「
ひ
さ
か
た
の
」
で
あ

ろ
う
。

０
は
意
味
不
明
で
、

「米
」
を
続
け
て
書
い
て
お
り
習
書
を
思
わ
せ
る

も
の
で
あ
る
。
⑦
は
わ
ず
か
な
墨
痕
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
墨
書
は
全
体
で
何
ら
か
の
意
味
を
も
つ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
分
で
も
意
味
が
通
り
に
く
い
の
で
、
お
そ
ら
く
手
遊
び
で
書
か
れ
た

も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
墨
書
が
あ
る
檜
一扇
は
平
叛
京

・
長
岡
京
な
ど
で
出
土
例

が
あ
る
。
ま
た
、
出
土
資
料
以
外
の
例
で
は
、
教
王
護
国
寺
に
安
置
さ
れ
て
い

た
千
手
観
音
立
像
の
四
二
菅
の
う
ち
の
一
本
の
内
到
り
か
ら
発
見
さ
れ
た
檜
扇

が
あ
る

（江
上
　
繰

『
扇
面
画

（古
代
編
こ

日
本
の
美
術
三
一
九
　
一
九
九
二
年
）。

こ
の
扇
に
は
文
字
だ
け
で
な
く
、
松

・
草

・
鶴

・
ド
な
ど
が
手
遊
び
に
描
か
れ

て
い
る
。
檜
扇
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
丼
戸
Ｓ
Ｅ
五
〇
二
は
奈

良
時
代
末
に
廃
棄
さ
れ
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
時
間
が
経
過
し
て
か
ら
檜
扇
が
投

棄
さ
れ
て
い
る
の
で
、
平
安
時
代
ま
で
下
る
可
能
性
が
あ
る
。

①
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
五
〇
三
か
ら
出
土
し
た
。
上
部
と
下
端
部
が
欠
損
し
て
い
る

が
、
形
態
と
墨
書
の
内
容
か
ら
付
札
と
考
え
ら
れ
る
。

「日
□
万
佐
可
」
は
、

上
部
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
部
分
だ
け
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
人
名
の

可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
付
札
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
五
〇
三
の
掘
形
か
ら
出
土
し
て
い
る

た
め
、
井
戸
構
築
時
よ
り
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
共
伴
す
る
遺
物

か
ら
考
え
て
奈
良
時
代
末
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読

・
解
釈
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料

調
査
室
の
方
々
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
狭
育
委
員
会

『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書
　
平
成
五
年

度
』
全

九
九
四
年
）

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
編

『
埋
文
写
真
研
究
』
第
五
号

文
化
財
写
真
の
研
究
、
技
術
、
情
報
な
ど
、
写
真
を
撮
る
人
だ
け
で
な

く
、
写
真
を
使

っ
て
報
告
書
を
作
る
人
、
こ
れ
を
読
ん
で
情
報
を
得
る
人

ま
で
、
文
化
財
調
査
に
関
わ
る
人
々
に
必
携
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
書
。
年
刊
で

現
在
五
号
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る

（二
号
ま
で
は
品
切
）
。

Ｂ
５
判
、　
一
七
〇
頁
、
カ
ラ
ー
図
版
多
数
、

定
価
三
五
〇
〇
円

（別
冊
付
録

『
写
真
の
保
管
』
Ａ
４
判
六
〇
頁
付
）

（バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
　
三
号
三
〇
〇
〇
円
、
四
号
三
五
〇
〇
円
）

送
料
四
冊
ま
で
五
〇
〇
円

・
五
冊
以
上
無
料

申
込
先

・
〒
六
三
〇
奈
良
市
二
条
町
二
十
九
十

一

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
内

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
　
佃
　
幹
雄

宛

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
四
二
十
一一一四
十
二
九
二
一

郵
便
振
替
　
〇
一
〇
五
〇
‐九
‐九
九
二
〇
　
埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会

８．一９７　舷縣辮断）




